
事 業 の 概 要 

 

 少子高齢化が進み、地域社会が大きく変化し続ける中にあって、今年度は、特に新型

コロナウイルス（以下、コロナという。）感染拡大の影響を受け、共同募金運動を取り

巻く環境は一層厳しさを増した。 

このような状況のもと、本会では、コロナ感染拡大防止を最優先に、市区町村支会の

役職員を対象とする会議・研修会等を全て中止とする一方で、各支会の状況や意向等の

把握に努めるとともに、関係機関・団体等と連携してコロナ禍での対策や対応等につい

て、情報等の共有化を図った。 

広報啓発活動については、例年同様、福岡ソフトバンクホークス及び赤い羽根応援大

使である周東佑京選手と甲斐野央選手の協力のもと作成している独自ポスター・チラシ

の配布、ホームページや広報誌の活用、イベント時のマスコミへの取材依頼、児童・生

徒に対する福祉教育の一環として取り組んでいる赤い羽根キャッチフレーズ募集など、

積極的に取り組んだ。 

一方、各支会においても、役職員が一体となってコロナ禍での対応等に創意工夫を図

り、可能な限り募金ボランティアの協力を得ながら、募金実績確保に向け様々な取組を

行った。 

しかしながら、平成１１年度の１０億７千万円余をピークに、年々減少しながらも、

この１０年間は７億円台を確保してきた本県の募金実績は、７億円を下回るという厳し

い結果となった。 

このため、受配団体が令和２年度の配分金事業をコロナ禍のため実施できず、余剰と

なった残金については、令和２年度に本会へ返還してもらい、令和３年度事業財源とし

て再配分することとした。 

 この財源を含め県民の皆様から寄せられた一般募金及び歳末たすけあい募金につい

ては、社会福祉法第１１５条に基づく配分委員会で申請施設・団体の調査（コロナ禍の

ため事務局が実施）及び審査を実施の上、公正かつ有効に配分を執り行った。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

 また、令和２年７月福岡豪雨災害に際しては、大牟田市及び久留米市に設置された災

害ボランティアセンター運営費として災害等準備金の一部を拠出し、被災地の復興支援

に取り組んだ。 

さらに、今年度は、中央共同募金会及び他の都道府県共同募金会と協働して、「新型

コロナ感染下の福祉活動応援全国キャンペーン」を実施し、コロナ禍での福祉課題解決

に取り組む県内の団体等を支援した。 

本年度の具体的な取組は、次のとおりである。 



１ 法人の運営 

（１）評議員会の開催（２回） 

   第２１２回評議員会    令和 ２ 年 ６月２４日   （決議の省略） 

（定時評議員会） 

   第２１３回評議員会    令和 ３ 年 ３月２６日   （決議の省略） 

   

（２）理事会の開催（４回） 

   第３４７回理事会     令和 ２ 年 ６月 ９日   （決議の省略） 

   第３４８回理事会     令和 ２ 年１０月 ７日   （決議の省略） 

   第３４９回理事会     令和 ３ 年 ３月１５日   （決議の省略） 

   第３５０回理事会     令和 ３ 年 ３月１８日   （決議の省略） 

       

（３）監事会の開催（１回） 

   監事会          令和 ２ 年 ５月２５日    春日市 

 

（４）評議員選任・解任委員会の開催（２回） 

   評議員選任・解任委員会  令和 ２ 年 ６月１６日   （決議の省略） 

   評議員選任・解任委員会  令和 ３ 年 ３月１７日   （決議の省略） 

 

２ 市区町村支会の支援 

（１）会議等の開催 

  ア 新任者研修会      コロナ感染拡大防止のため中止 

  イ 担当職員研修会     コロナ感染拡大防止のため中止 

  ウ 支会会長・事務局長会議 コロナ感染拡大防止のため中止 

 

（２）個別支援の実施 

   市区町村支会への本会職員による個別訪問（１１市区町） 

   

３ 広報活動の強化 

（１）赤い羽根データベースシステム「はねっと」による情報公開の推進 

   中央共同募金会ホームページ上に開設されているデータベースシステムを活用し、配分使途

等の情報を公開した。 

 

（２）福岡県共同募金会ホームページによる情報公開の推進 

   本会ホームページにおいて、共同募金運動等の情報を公開した。 

 

 

 

 



（３）赤い羽根応援大使等による広報啓発 

   福岡ソフトバンクホークスの全面的な協力のもと、周東 佑京選手、甲斐野 央選手に赤い

羽根応援大使（以下、応援大使）に就任いただき、ポスター・チラシ・パンフレットへの写真

掲載等、共同募金運動のＰＲに協力いただいた。 

 

また、共同募金運動啓発のため、応援大使の出席のもと、本年度の新たなポスター等の一般

公開及び募金推進キャッチフレーズの記者発表会を実施した。 

ア 記者発表会 

     期  日  令和２年 ８月２５日 

  場  所  福岡ペイペイドーム内 プレスカンファレンスルーム 

さらに、平成２５年度から採用している球団マスコット（ハリーホーク）と赤い羽根がコラ

ボレーションしたバッジを本年度も作製し、広報活動を強化した。 

 

（４）広報活動の推進 

  ア 広報啓発資材の活用 

  （ア）全戸配布チラシの作成・配布 

     前年度の募金配分結果及び今年度の募金への協力依頼を掲載。 

     ８８７，２００部 

     なお、６１ヶ所の支会では、本チラシの裏面を活用し、地元の情報を織り込んだ市区町

村独自チラシを作成した。 

  （イ）街頭募金用チラシの作成・配布 

      ２０，２００部（１６支会） 

  （ウ）共同募金パンフレットの作成・配布 

      ２０，２００部（４６支会） 

  （エ）共同募金リーフレットの作成・配布 

      １３，５００部（２４支会） 

 （オ）共同募金ボランティアハンドブックの作成・配布 

      ２６，４００部（４９支会） 

  （カ）募金運動啓発ポスターの作成・掲示 

     県内の学校、社会福祉施設、社会福祉協議会、銀行等に掲示。 

１７，０８０枚 

  イ 封筒の裏面活用 

    本会封筒の裏面を活用し、配分使途等の情報を広く周知した。 

      １３，５００部 

  ウ 福岡県社会福祉協議会広報誌への広報依頼 

    県社協広報誌「ふくおかのふくし」（２０，０００部発行、３，９８６カ所に年３回配布）

に共同募金の取組に関する記事の掲載を依頼し、県民の方々へ理解と協力を求めた。 

 



エ マスコミによる広報推進 

    共同募金運動に係る各種イベント開催や新規取組など、資料提供や取材依頼を行うことに

より、新聞・テレビ・ラジオ等の協力による広報活動を展開した。 

 

（５）福祉教育の推進 

   共同募金運動や社会福祉全般についての県民の理解促進や福祉教育の一環として、福岡県、

北九州市、福岡市の各教育委員会の後援のもと、児童・生徒に対し、募金運動推進キャッチフ

レーズを公募した。 

   共同募金推進委員会による選考を経て、最優秀作を本年度の運動推進のキャッチフレーズと

して活用した。 

  ア 募集期間 

    令和２年４月２２日から 令和２年６月１０日まで 

  イ 応募総数 

    ２，４９３点（小学校７校・中学校２校・高校５校の計１４校） 

  ウ 入選作品及び特別賞 

  （ア）最優秀作 「地域の輪 つなぐ広げる 赤い羽根・・・赤い羽根共同募金」 

           津田 悠希さん（糸島市立前原中学校３年・糸島市） 

  （イ）優秀作   １０作品 

  （ウ）特別賞   １１校 

  エ 表  彰 

    最優秀作受賞者に対して、福岡県社会福祉功労者表彰式において表彰を行った。 

    また、優秀作受賞者及び特別賞受賞校は、該当支会代表者とともに各学校を訪問し、表彰

状の授与を行った。 

 

４ 募金推進への取組 

（１）共同募金推進委員会の開催 

   第１回 令和２年 ７月 ７日 （書面審議） 

   第２回 令和３年 ３月 ４日 （書面審議） 

 

（２）市区町村支会モデル指定事業の実施 

   共同募金運動の啓発や実績向上を図るため、福岡市・うきは市・大任町・上毛町の４支会を

モデル指定し、地域の実情を踏まえ、関係機関・団体等との協働による新たな取組を行った。 

   ・福 岡 市  募金グッズの作成等  

   ・うきは市  オリジナルキャラクターの作成、子育て世代への広報等 

   ・大 任 町  広報活動の強化等 

・上 毛 町  寄付つき商品開発による広報啓発、福祉教育等 

 

 



（３）赤い羽根自販機の設置促進 

   売上の一部等が募金される自動販売機「赤い羽根自販機」の設置を促進し、本年度は１７市

町に３７台の赤い羽根自販機が新たに設置された。 

   ※赤い羽根自販機設置状況     ５１市町 ４１７台（令和３年３月３１日現在） 

 

（４）募金百貨店プロジェクトの普及・啓発 

   売上の一部が募金される寄付つき商品「募金百貨店プロジェクト」の普及・啓発に努め、各

支会・企業等と共同して開発等を行った結果、本年度は新たに５社の寄付つき商品が誕生した。 

   ※協力企業・事業所数       １７市町 １２４社（令和３年３月３１日現在） 

 

５ 募金実績及び募金活動の取組 

（１）目標額及び実績額 

  ア 一般募金 

    目標額は、各支会の前年度（令和元年度）実績額とした。 

  （ア）目標額  ６２０，０６８，２４３円 

  （イ）実績額  ５８８，３５０，９１６円 

  イ 歳末たすけあい募金 

    目標額は、県及び市区町村社会福祉協議会の申請額をもとに募金計画を作成し、関係支会・

機関一体となって運動を展開した。 

  （ア）目標額   ９７，６５１，１７１円 

  （イ）実績額   ９５，５５４，５５６円 

   ａ ＮＨＫ歳末たすけあい募金（県域） １７，１４７，４５９円 

     協力企業・団体…ＮＨＫ福岡放送局・ＮＨＫ北九州放送局・福岡銀行・西日本シティ銀

行・筑邦銀行・福岡中央銀行・北九州銀行・福岡県信用農業協同組合

連合会・福岡県信用漁業協同組合連合会・西日本新聞民生事業団 

   ｂ 地域歳末たすけあい募金      ７８，４０７，０９７円 

     ※地域歳末たすけあい運動実施支会  ３２支会 

  ウ 地域課題解決型募金（テーマ型募金） 

    目標額は、参加団体の使途計画における申請額に事務経費等を加えた額とした。 

  （ア）目標額    ３７９，３２０円 

  （イ）実績額    ５４７，１６６円 

  エ 実績額合計 ６８４，４５２，６３８円 

     ※令和元年度募金実績 ７２８，６７２，６１１円 

 

 

 

 

 



オ 募金方法別実績                           （単位 円） 

募金方法 
一般募金 歳末たすけあい募金 テーマ型募金 

金  額 割合 金  額 割合 金  額 割合 

戸 別 募 金 436,068,132 74.12％ 72,617,209 76.00％   

街 頭 募 金 2,411,748 0.41％ 346,980 0.36％   

法 人 募 金 68,250,238 11.60％ 1,031,040 1.08％ 333,500 60.95％ 

学 校 募 金 4,103,201 0.70％ 94,636 0.10％   

職 域 募 金 14,785,706 2.51％ 2,354,362 2.46％   

イ ベ ン ト 募 金 314,502 0.05％ 31,800 0.03％   

バ ッ ジ 募 金 2,840,032 0.48％     

クオカード募金 13,411,530 2.28％     

図書カード募金 5,962,836 1.01％     

ボールペン募金 3,458,058 0.59％     

個 人 募 金 16,851,200 2.86％ 15,748,033 16.48％ 57,000 10.42％ 

自 販 機 募 金 8,918,550 1.52％     

寄 付 つ き 商 品 594,563 0.10％     

そ の 他 10,380,620 1.77％ 3,330,496 3.49％ 156,616 28.63％ 

合  計 588,350,916 100.00％ 95,554,556 100.00％ 547,166 100.00％ 

 

（２）一般募金の取組 

  ア 街頭募金・啓発等 

  （ア）本  会 

    a 初日街頭募金 

      西鉄福岡（天神）駅周辺で、初日街頭募金を行った。今年は、コロナ感染拡大防止の

ため、募金呼びかけの場所や１カ所あたりの参加人数を減らし、フィジカル・ディスタ

ンスの確保に努めた。また、大声での呼びかけは行わずに音声データを活用し、マスク、

手袋を着用したうえで例年よりも時間を短縮して実施した。（募金箱も距離を置いて設

置） 

      併せて、当日は、にしてつグループの協力のもと、西鉄福岡（天神）駅をはじめ、西

鉄電車主要各駅の駅員、西鉄グランドホテル・ソラリア西鉄ホテルの接客スタッフ、に

してつストア各店のスタッフの皆さんが各職場で「赤い羽根」を胸に着け、共同募金運

動の開始をアピールしていただいた。 

  （イ）支  会 

     県内の３６支会で、延べ１４８回の街頭募金を行い、協力を呼びかけた。 

  イ 募金資材の活用 

  （ア）着ぐるみ（愛ちゃんと希望くん）の貸出し 

     県内の４支会の催事に合わせ、延べ５回の着ぐるみ貸出しを行い、広報啓発に活用した。 



（３）歳末たすけあい募金の取組 

   経済的困窮や社会的孤立など生活に困難を抱えている方々に温かい年末年始を迎えていただ

けるよう、恒例の歳末たすけあい募金を県下一斉に展開した。 

  ア 街頭募金・啓発等 

  （ア）本  会 

    ａ 初日街頭募金 

      歳末たすけあい運動の開始を県民に周知することを目的に、初日街頭募金を行った。 

      今年は、コロナ感染拡大防止のため、募金呼びかけの場所や１カ所あたりの参加人数

を減らし、フィジカル・ディスタンスの確保に努めた。また、フェイスシールド、マス

ク、手袋を着用したうえで例年よりも時間を短縮して実施した。（募金箱も距離を置い

て設置） 

     （ａ）期  日  令和２年１２月 １日 

     （ｂ）場  所  西鉄福岡（天神）駅周辺（福岡市中央区） 

    ｂ ＮＨＫ歳末たすけあい開始 

福岡・北九州放送局に募金受付の窓口を設置して協力を呼びかけた。 

     （a）募金受付窓口の設置 

・ＮＨＫ福岡放送局   令和２年１２月 １日から２５日まで 

・ＮＨＫ北九州放送局  令和２年１２月 １日から２５日まで 

  （イ）支  会 

     県内の８支会において歳末たすけあい募金の街頭募金を行った。 

 

（４）地域課題解決型募金（テーマ型募金）の取組 

   「福岡県内（広域）における地域や社会課題解決に向けて取り組む事業」を対象事業とし、

下記参加団体及び本会により、１月から３月にかけて募金活動を展開した。 

  ア 参加団体 

  （ア）認定ＮＰＯ法人チャイルドケアセンター 

     [テ ー マ] 

      生活に困り感のある世帯を置き去りにしない！フードレスキュー 

  イ 振込用紙付きチラシの作成・配布 

     ゆうちょ銀行振込用紙付きチラシを５，０００枚作成し、団体の関係者や協力者等へ配 

布した。 

 

６ 適正かつ効果的な配分の実施 

（１）配分委員会の開催 

   第１回 令和２年 ６月 ２日 （書面審議） 

   第２回 令和３年 ２月１７日 （書面審議） 

   第３回 令和３年 ３月 ４日 （書面審議） 

 



（２）配分調査 

  コロナ感染拡大防止の観点から、配分委員によるＡ枠施設に対する訪問調査を取りやめ、事

務局が書面及び電話による調査を行った。 

また、Ａ枠団体も同様に配分委員による調査を取りやめ、事務局職員がクローバープラザ入

居団体には面談による調査を行い、その他の団体に対しては、書面及び電話（又はメール）等

による調査を行った。 

   書面及び電話等による調査 １６件 面談による調査 ７件 

   

（３）配  分 

   配分委員会における厳正な審査の結果として、令和３年３月４日、申請のあった社会福祉施

設・団体・社会福祉協議会等への本年度の配分を次のとおり決定した。 

   なお、Ｂ枠及び地域歳末たすけあい募金については、支会の配分計画に基づき配分し、ＮＨ

Ｋ歳末たすけあい募金については、歳末事業費、活動支援金、見舞金等として配分した。 

  ア 一般募金 

  （ア）Ａ枠（県域の施設・団体）配分 

      ・配分件数           ２３件 

      ・配分総額   ３０，３２５，０００円 

  （イ）Ｂ枠（地域）配分  

      ・配分件数           ７４件 

      ・配分総額  ４７２，３６３，４００円 

  イ 歳末たすけあい募金 

  （ア）ＮＨＫ歳末たすけあい募金配分（県域） 

      ・配分件数          ３５２件 

      ・配分総額    ８，５０２，０００円 

  （イ）地域歳末たすけあい募金配分 

    ａ 地域福祉・在宅福祉サービス事業 

      ・配分件数        ３，９１４件 

      ・配分総額   ６６，５６４，９７５円 

    ｂ 見舞金贈呈事業 

      ・配分件数        ３，３５４件 

      ・配分総額   １１，７８９，７０８円 

 

      令和２年度共同募金配分総括表       （単位 円） 

配 分 枠 配 分 額 

一般募金 
Ａ 枠 ３０，３２５，０００ 

Ｂ 枠 ４７２，３６３，４００ 

歳末たすけあい募金 ８６，８５６，６８３ 

合 計 ５８９，５４５，０８３ 



      ※令和元年度地域課題解決型募金（テーマ型募金）配分 

      配分額 ７３５，９８８円（令和２年６月２日配分決定） 

 

（４）公  告 

   社会福祉法第１２０条（結果の公告）に基づき、令和元年度（令和２年度事業）募金実績、

配分内容等を掲載した機関誌「赤い羽根共同募金」を４,３００部作成し、関係機関・団体に配

布した。 

   また、本会ホームページに機関誌「赤い羽根共同募金」を掲載し、公開した。 

 

７ 福岡県社会福祉協議会（以下、県社協）との連携強化 

県社協との共催による福岡県社会福祉功労者表彰式の開催 

    福岡県社会福祉功労者表彰式 令和２年１０月２８日 春日市  １４９名 

 

８ 顕彰の実施 

（１）福岡県共同募金会会長表彰・感謝 

  ア 顕彰選考委員会の開催 

    令和２年 ８月 ６日 春日市 

イ 福岡県社会福祉大会において次のとおり顕彰を行った。 

  （ア）会長表彰          ２０名 

  （イ）優秀地区（支会）表彰     ８支会 

  （ウ）会長感謝          ５３名・１５団体 

ウ 篤志寄付者に対する感謝を次のとおり行った。 

  （ア）会長感謝          １６名・１０９団体 

 

（２）中央共同募金会会長表彰・感謝 

  ア 中央共同募金会顕彰規程に基づく奉仕功労者表彰、従事功労者表彰及び篤志寄付者への感

謝の推薦を行い、次のとおり決定した。 

  （ア）会長表彰           ５名 

  （イ）会長感謝（感謝楯）      １名・５団体 

  （ウ）会長感謝（感謝状）      ４名・７団体 

 

（３）厚生労働大臣表彰・感謝 

  ア 厚生労働大臣表彰実施要領及び感謝状贈呈要綱に基づく共同募金運動奉仕者・奉仕団体 

表彰及び多額の寄付者への感謝の推薦を行い、次のとおり決定した。 

  （ア）大臣表彰           該当なし 

  （イ）感謝状            １名・１団体 

 

 



９ 災害復興に対する支援 

（１）災害等準備金の運用 

   災害等準備金は、社会福祉法の規定に基づく全国の申合せにより常に３年間分を積み立てて

おり、令和２年度は、平成２９年度から令和元年度の積立額を準備金とした。 

  ア 災害等準備金の取り崩し 

    ３年間を経過した積立金については取り崩しを行い、令和２年度に再配分した。 

     令和２年度取崩額    ６，６４４，８３８円（平成２８年度積立分） 

                 ※令和元年度拠出額（１５，５００，０００円）の残額 

  イ 災害等準備金の拠出 

    令和２年７月福岡県豪雨災害の被災地における災害ボランティアセンター支援のため、平

成２９年度積立額の一部を拠出した。 

     災害準備金拠出額    ６，７１９，６４８円 

  ウ 災害等準備金の積立て 

    災害支援制度運営要綱に基づき、令和２年度募金総額の３％を災害等準備金として積み立

てた。 

  （ア）令和２年度積立額   ２０，５３３，５５３円 

  （イ）災害等準備金     ７９，２０４，４０５円（令和３年３月３１日現在） 

 

（２）災害義援金募集 

  ア 令和２年７月福岡県豪雨災害義援金の募集 

     募集期間 令和 ２ 年 ７月１０日から令和３年 ３月３１日まで 

     実  績 １１４，１４２，５６９円 

イ 他都道府県で募集が開始された災害義援金について、各市区町村支会並びに福岡県庁、福

岡県社会福祉協議会に対し募集の協力依頼を行うとともに、本会ホームページに募集要項を

掲載し、周知に努めた。 

  ・ 平成２８年熊本地震義援金 

     平成２８年 ４月１５日から令和３年 ３月３１日まで 

  ・ 平成３０年７月豪雨岡山県災害義援金 

     平成３０年 ７月１０日から令和３年 ６月３０日まで 

  ・ 愛媛県豪雨災害義援金 

     平成３０年 ７月１１日から令和３年 ６月３０日まで 

・ 平成３０年７月広島県豪雨災害義援金 

     平成３０年 ７月１２日から令和３年 ６月３０日まで 

  ・ 平成３０年７月豪雨災害義援金（中央共募） 

     平成３０年 ７月１０日から令和３年 ６月３０日まで 

  ・ 令和元年８月佐賀県豪雨災害義援金 

     令和 元 年 ９月 ２日から令和２年 ８月３１日まで 

 



  ・ 令和元年台風１５号・台風１９号・大雨 

千葉県災害義援金 

     令和 元 年 ９月１７日から令和２年 ６月３０日まで 

・ 令和元年台風第１９号災害義援金（中央共募） 

     令和 元 年１０月１６日から令和３年 ３月３１日まで 

  ・ 令和元年台風第１９号災害義援金（宮城県） 

     令和 元 年１０月１８日から令和３年 ３月３１日まで 

  ・ 令和元年台風第１９号災害義援金（長野県） 

     令和 元 年１０月１６日から令和３年 ３月３１日まで 

  ・ 令和元年台風第１９号災害義援金（福島県） 

     令和 元 年１０月２１日から令和３年 ３月３１日まで 

・ 熊本県南豪雨義援金 

     令和 ２ 年 ７月 ８日から令和４年 ３月３１日まで 

  ・ 令和２年７月豪雨災害義援金（中央共募） 

     令和 ２ 年 ７月１３日から令和３年 ３月３１日まで 

  ・  令和２年７月豪雨災害義援金（大分県） 

     令和 ２ 年 ７月１３日から令和２年 ８月３１日まで 

  ・  令和２年７月豪雨災害義援金（鹿児島県） 

     令和 ２ 年 ７月１３日から令和２年１２月２８日まで 

  ・  令和２年７月豪雨災害義援金（岐阜県） 

     令和 ２ 年 ７月１４日から令和２年 ９月３０日まで 

  ・ 令和２年７月豪雨災害義援金（佐賀県） 

     令和 ２ 年 ７月２１日から令和２年１２月２８日まで 

  ・ 令和２年７月豪雨災害義援金（島根県） 

     令和 ２ 年 ７月２２日から令和２年 ９月３０日まで 

  ・ 令和２年７月豪雨災害義援金（長野県） 

     令和 ２ 年 ７月２７日から令和２年 ９月３０日まで 

  ・ 令和２年７月山形県豪雨災害義援金 

     令和 ２ 年 ７月２７日から令和２年１２月２８日まで 

  ・ 令和３年２月福島県沖地震災害義援金 

     令和 ３ 年 ２月２４日から令和３年 ５月３１日まで 

 

10 受配者指定寄付金の普及と活用促進 

  中央共同募金会の審査結果に基づき決定した寄付金を受け入れ、指定された事業に配分した。 

  ア 寄付額  ４件  ３５７，０２７，０１７円 

  イ 配分額  ４件  ３５２，６４８，７９０円 

 

 



11 「赤い羽根 新型コロナ感染下の福祉活動応援 全国キャンペーン」の実施 

  新型コロナウイルスの感染拡大により、緊急事態宣言が発出される中、その影響を受け子ども

と家族をめぐる生活課題をはじめ様々な福祉課題が、長期化、深刻化していくことが強く憂慮

される事態となったことを受け、本会では、中央共同募金会及び全国の共同募金会とともに、

「赤い羽根 新型コロナ感染下の福祉活動応援 全国キャンペーン」を協働実施し、地域の子

どもたちとその家族に対する活動や高齢者、障害者等、その他支援を必要としている人に対す

る活動団体へ助成を行った。 

    ・件 数         ２０件 

    ・助成額  ８，１７２，３９０円 

 

12 公益補助事業等への協力 

（１）令和２年度中央競馬馬主社会福祉財団助成事業 

   本会が推薦を行った施設整備費助成事業について、下記のとおり決定された。 

    ・件 数          ２件 

    ・助成額  ３，３４０，０００円 

 

（２）令和２年度車両競技公益資金記念財団助成事業 

   本会が推薦を行った助成事業について、下記のとおり決定された。 

  ア 高齢者、障害者の支援を目的とするボランティア活動に対する助成事業 

    ・件 数          ８件 

    ・助成額  ５，２２５，０００円 

 

（３）「２４時間テレビ」福祉車両贈呈事業 

   日本テレビやＦＢＳ福岡放送をはじめ、チャリティー加盟各社（全国３１の放送事業者）が

行う「２４時間テレビ 福祉車両寄贈事業」について、市町村社協を通じ各施設・団体・個人へ

の周知等に協力した。 

 

 


